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東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
か
ら
海
洋
排
出
さ
れ
る
「
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
」
の
核
種
測
定
の
あ
り
方
と
外
交
課
題

に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

本
年
八
月
二
十
四
日
の
正
午
か
ら
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
か
ら
発
生
し
続
け
て
い
る
汚
染
水
を
濾
過
し
た
「
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ

処
理
水
」
の
海
洋
放
出
が
開
始
さ
れ
三
ケ
月
が
経
過
。
東
京
電
力
（
以
後
、
東
電
）
に
よ
れ
ば
、
今
年
度
の
放
出
計
画
は
、
汚

染
水
を
処
理
し
た
後
に
貯
蔵
す
る
タ
ン
ク
約
三
十
基
分
に
あ
た
る
計
約
三
万
千
二
百
ト
ン
を
四
回
に
分
け
て
放
出
す
る
と
し
て

い
る
。
十
一
月
二
十
日
に
は
、
三
回
目
の
放
出
が
完
了
し
、
四
回
目
は
年
明
け
以
降
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
海
洋
放
出
を
め
ぐ

っ
て
は
国
内
外
か
ら
の
懸
念
が
継
続
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 

 

超
党
派
議
員
連
盟
「
原
発
ゼ
ロ
・
再
エ
ネ
一
〇
〇
の
会
」
で
は
、
放
出
前
か
ら
国
内
外
有
識
者
と
共
に
、
東
電
や
経
済
産
業

省
等
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
重
ね
、
ト
リ
チ
ウ
ム
以
外
の
核
種
測
定
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
あ
り
方
、
「
モ
ル
タ
ル
固
化
」
等
の
代
替

案
を
提
言
し
、
環
境
・
海
洋
生
態
系
へ
の
懸
念
を
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
改
め
て
、
以
下
質
問
す
る
。 

一 

「
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
」
の
海
洋
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
、
海
洋
放
出
後
九
地
点
で
ト
リ
チ
ウ
ム
が
測
定
さ
れ
て
い
る
が
、
海
水

で
希
釈
後
の
処
理
水
の
海
洋
放
出
口
周
辺
で
は
、
ト
リ
チ
ウ
ム
以
外
の
二
十
九
核
種
の
核
種
測
定
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。 

 

１ 

希
釈
に
用
い
る
海
水
に
含
ま
れ
る
放
射
性
物
質
の
影
響
も
あ
り
得
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
希
釈
後
放
出
時
点
で
の
測
定



 

２ 

 

が
な
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

 

２ 
ま
た
放
出
口
付
近
の
海
底
土
に
も
沈
澱
等
に
よ
り
、
汚
染
が
生
じ
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
す
る
。
海
洋
放
出
口
周
辺

の
海
底
土
を
経
年
的
に
測
る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

二 

令
和
五
年
六
月
十
六
日
提
出
「
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放
出
の
科
学
的
評
価
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書
」
（
阿
部
知
子

提
出
）
で
も
質
問
し
た
が
、
太
平
洋
諸
島
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
以
後
、
Ｐ
Ｉ
Ｆ
）
の
専
門
家
パ
ネ
ル
か
ら
は
、
か
ね
て
よ
り
「
海

洋
放
出
」
に
よ
っ
て
、
ト
リ
チ
ウ
ム
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
他
の
核
種
も
含
め
て
海
洋
生
態
系
へ
の
汚
染
が
拡
大
す
る
こ
と

等
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
い
ま
だ
に
払
拭
さ
れ
て
い
な
い
。 

 
 

政
府
は
、
昨
年
六
月
か
ら
Ｐ
Ｉ
Ｆ
と
六
度
の
〝
科
学
的
対
話
〟
を
し
、
本
年
七
月
三
十
一
日
に
は
、
Ｐ
Ｉ
Ｆ
と
の
報
告
書
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を
公
表
、
「
日
本
政
府
と
し
て
、
太
平
洋
島
嶼
国
・
地
域
に
対
し
、
高
い
透
明
性
を
も
っ
て
科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
丁
寧
な

説
明
を
引
き
続
き
行
っ
て
い
く
」
と
し
て
い
る
。
他
方
、
Ｐ
Ｉ
Ｆ
は
九
月
十
五
日
に
フ
ィ
ジ
ー
で
の
外
相
会
合
を
開
催
し
、

こ
の
時
に
議
長
国
等
か
ら
、
日
本
政
府
と
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
（
国
際
原
子
力
機
関
）
に
引
き
続
い
て
影
響
説
明
を
す
る
よ
う
に
求
め



 

３ 

 

ら
れ
た
と
認
識
す
る
。 

 

１ 
政
府
は
放
出
後
、
Ｐ
Ｉ
Ｆ
や
加
盟
諸
国
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
説
明
や
働
き
か
け
を
し
た
の
か
。 

 

２ 

ま
た
、
十
一
月
十
一
日
の
Ｐ
Ｉ
Ｆ
会
合
（
於
：
ク
ッ
ク
諸
島
）
で
も
一
部
の
首
脳
ら
が
海
洋
汚
染
へ
強
い
懸
念
を
示

し
、
発
表
さ
れ
た
総
会
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
で
も
「
太
平
洋
に
お
け
る
核
汚
染
の
潜
在
的
脅
威
」
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。

政
府
は
指
摘
さ
れ
る
核
汚
染
の
潜
在
的
脅
威
に
つ
い
て
ど
う
認
識
し
て
い
る
の
か
。 

 

３ 

汚
染
水
を
根
絶
し
な
い
限
り
、
海
洋
放
出
は
続
き
、
こ
う
し
た
外
交
上
課
題
も
解
消
さ
れ
な
い
と
認
識
す
る
が
、
同
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
の
評
価
を
受
け
、
政
府
は
今
後
ど
の
よ
う
な
国
際
協
力
に
基
づ
く
科
学
的
検
証
、
取
組
を
し
て
い
く
か
。 

 
 
 

ま
た
、
Ｐ
Ｉ
Ｆ
と
現
在
進
行
し
て
い
る
対
話
・
会
議
体
な
ど
が
あ
れ
ば
併
せ
て
お
示
し
い
た
だ
き
た
い
。 

三 

海
洋
放
出
を
開
始
し
て
か
ら
、
中
国
は
日
本
産
水
産
物
の
全
面
禁
輸
を
発
表
し
た
。
中
国
と
香
港
は
毎
年
合
わ
せ
て
十
一

億
ド
ル
（
約
千
六
百
億
円
）
相
当
の
水
産
物
を
日
本
か
ら
輸
入
し
て
い
る
こ
と
を
鑑
み
る
と
、
我
が
国
の
水
産
物
市
場
に
甚

大
な
影
響
が
及
ん
で
い
る
。 

 
 

十
一
月
十
六
日
、
岸
田
首
相
は
中
国
の
習
近
平
国
家
主
席
と
会
談
し
、
日
本
産
水
産
物
の
輸
入
停
止
措
置
の
即
時
撤
廃
を

要
求
し
た
。
会
談
で
は
、
対
話
を
通
じ
た
解
決
が
中
国
側
か
ら
示
さ
れ
た
も
の
の
、
海
洋
放
出
へ
の
懸
念
が
こ
こ
で
も
指
摘



 

４ 

 

さ
れ
た
。 

 

１ 
本
来
で
あ
れ
ば
、
放
出
前
に
説
明
が
な
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な
事
態
に
な
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た

か
。
ど
の
よ
う
な
会
議
体
・
部
署
（
省
庁
）
が
中
国
と
意
見
交
換
を
し
た
の
か
、
ま
た
放
出
後
は
ど
の
よ
う
な
説
明
を
中

国
に
し
た
の
か
。 

 

２ 

今
後
、
ど
の
よ
う
な
形
で
中
国
政
府
と
本
件
に
か
か
る
検
証
と
対
話
の
場
に
臨
む
の
か
。
ま
た
会
議
体
な
ど
を
設
置
す

る
予
定
が
あ
る
の
か
。 

 

右
質
問
す
る
。 


